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細胞 (maincel)と 40個の第二細胞 (secondarycel)から構成され,これら二種類の細胞全てが二核で
あるという極めて特徴的な細胞形態を示す｡主細胞から分泌される Acpの一つであるSexPeptide(Sfり
(-Acp70A)は,交尾したメスの産卵を促進するとともに,他のオスとの再交尾を抑制することで,自分
の子孫がより多く残るように作用する｡
本論文では,附属腺分化におけるホメオドメイン型転写制御因子 Defectiveproventriculus(Dve)の機
能解析を行っている｡附属腺細胞における Dveの発現は蛸期初期から開始し,成虫期においては第二
細胞特異的に発現が維持されることを見出した｡一方,主細胞における Dve発現は蛸期後期から成虫
期にかけて抑制され この発現抑制には転写制御因子 Prdおよびユビキチン･プロテアソームシステム
の活性が必要であることを明らかにした｡dve変異体では,(1)附属腺の萎縮,(2)第二細胞の消失,(3)
主細胞の二核化阻害などの異常が観察され,dve変異体オスと交尾したメスは,産卵数の低下,再交尾
率の上昇を示した｡この表現型は SP変異体オスと交尾したメスと同じであるが,dve変異体では SP
の発現やメス生殖器への SP輸送はともに正常であった｡RNAi法を用いた dveノックダウン個体と交
尾したメスも同様の表現型を示したことから,繁殖力低下の主要因は附属腺第二細胞の消失であり∴第
二細胞から分泌される未知因子が spの安定化 ･活性化に関わることを示した｡本研究は,附属腺第二
細胞の生存 ･維持を担う因子として Dveを同定し,第二細胞の生理学的意義を初めて明らかにしたも
のであり,博士の学位に値すると判断した｡
